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 この表を通覧 し日照度不十分なる圃揚内部 と外側の第6株 の ものとを封構 して見ると,施 肥
の條件の如何に拘 らす,特,こ タンニンと糖類,糖 類に於ては叉特に非還元糖の大であることが
著 しいことが判 る・非還元糖は蕪糖であると言はれて居るが,蕪 糖の含量が大なれば甘味 も増
加するわけである.第9旺 劃は日照度最大であつて地下及び地上の條件は各株ほ 避同様に良好
と考へ られ る部分で ある鯛 果 して個罐重量の大小に拘 らす成分禽量はほ 穿恒定であつて且つ
優秀なる組成を示 して居るが,こ の一匠劃内に於ても日照度大なる東南側に於て非選元糖が特
に大なる事實は 日照の影響が如何に大なるか 蛾 ロ實に観察せられる・
第5画 劃(鮒 巴料陶 と他の肥料匝 ξの間va於 ける成分組成の差異はこQ實 験結果の範園に
方冬ては指摘 し難い.こ のことは農揚に於て別に行はれた牧量調査の結果を野構 して考へると施
肥の致果が比較 し得る程度に未だ現れないのが至當であるや うに思はれ る・
 本來この栽培試験㊧ 目的は窒素 加里及び燐酸の三要素肥縛試験にある・從つて果實に於け
る三要素配分について比較封構する筈であるがこれに就ては別の機會に報告 したい・
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天然 ゴムでは硫黄による他種 々の加硫方法があるがその機構は未 だ確定してゐなV・・合成ゴ
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           化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 六 輯
ムについて もこれ らの検討する事は加硫機構 を明かにする一助 として興味 あると思はれる・そ
の結果はクロロフ。レンゴムには何 ら作用なき事及びブタヂエン系ゴムには天然 ゴムと同様加硫
敷果がある事が制つた・ブタヂエン系ゴム (本邦製 フダヂェン ・アクリロニ トル系共重合物)
につき行つた實験例 をのべる・次の如 く配合 してみた所M。N. B.5%,酸 化鉛10%を 用ひた
ものは著しい如硫数果を示 し加硫速度 も略硫黄加硫より幾分小さい程度で充分加硫す る・この
揚合酸化鉛の併用が必要で,こ れがないと(No.1)加 硫は起 らない.し か し酸化鉛のみで は勿
論加硫起 ら童(No.3)爾 方の作用による・
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 叉その結果機械的性質は硫黄による加硫 よりも却つて良好で伸長率の減少少 く2倍 の抗張積
を示す・又準坦加硫である特長を有す・
 次にブタヂェン ・スチレン合成ゴム(ド イツ製ブナS)に つき次の配合で140。C 60分 加硫
するとこの ときは略同様の抗張積が得 られたがやは り導坦加硫で伸長傘の減少が少V・のが特長
である・帥ちブナN,ブ ナSい つれ も加硫による機械的性質の損傷が少ないように思はれる・
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   ブナS亜 鉛 華 ステ ア リン酸 カーボ ンブ ラツ ク 硫黄MM.N.B.酸 化鉛
No.1 100    5     1         50       0 、 0   5     10
No.2 100    5     1         50       5  .1   0     0
                No.1               No.2
             1醐闇軸h騒_ノへU-Pt's            1幽■r■一_ノ＼}一一膠蘭幽＼
加 硫 時 間(分)  30  60    3σ  60
伸 長 率(%) 862.2 741.8  543.9 360
抗 張 力(kg/cm2) 71.1  69.1、    95.2  9&1
抗 張 積(kg/cm2)581  512    517  353
      /
 次にこれ らの特性として良好な耐老化性のある事が知 られた.前 記試料を70。C,4日 間加
熱ぜる老化試験の結果は次のような増減牽%を 示 しM.N. B.に よる方は老化は殆んど行はれ
てゐない・以上の ようにM.N. B.は ブタヂエン系 ゴムに封 しては加硫数果が あるばか りで な
く機械的性質良好,と くに耐老化性がす ぐれ結局ゴムの熱による機械的性質の損傷 をあま り起
さなV・事を知つた・天然 ゴムで もチウラムを用ひて無硫黄加硫 を行ひ耐老化性のゴムを得 る考
へが あ り,こ れと關係のあるか否かは別問題 としてD.N. B.を 用ぴ無硫黄加硫を行ふ事によ
                                   の
り硫黄の悪影響 をのぞ く事に成功 した・今後の加硫法に封 し一つの分野を示唆するものと思は
れる.本 研究は文部省科學研究費にょる.
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